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平成 23年度HIV検査普及週間の実施について

目的

国や都道府県等が行う検査・相談体制の充実を図る取組を強化するこ

とにより、国民のHIVやエイズに対する関心を喚起 し、もってHIv
検査の浸透 口普及を図るため、キャンペーン活動等を実施する。

期間

平成 23年 5月 29日 (日 )か ら6月 7日 (火)まで

(検査普及週間 6月 1日 から6月 7日 まで)

3 厚生労働省が実施する主な事業

【イベン ト等】

(1)レ ッドリボン10時間生動画 ～HIV検査へGO:～
〔5月 29日 (日 )15:00～ 25:00予 定〕

インターネット動画配信サービス「ニコニコ動画」のニコニコ生放
送等にて、山本シュウ (ラ ジオDJ)を司会として、HIV/エ イズ

について楽しみながら「知ってもらう。興味を持つてもらう」コンテ
ンツを10時間生放送し、若者を中心とした世代に予防啓発のメッセ

ージを発信する。

(2)街頭キャンペーン

〔5月 29日 (日 )14:00～ 16:00予定〕

渋谷駅周辺において、NGO、 ボランティアと協力してエイズ予防

啓発グッズを配布する。



(3)HIV(エ イズ)無料検査

〔5月 29日 (日 )11:00～18:00(受付 11:00～ 16:00)予定〕

渋谷駅近 くの特設検査所において、NGOと 協力してHIV無 料検

査を実施する.

〔5月 29日 (日 )15:00～24:00(受付 15:00～ 24:00)予定〕

赤枝六本木診療所において、HlV無 料検査を実施する。

【その他の取組】

(1)イ ンターネットによる啓発及び情報提供

① 「レッドリボンライブ」オフィシャルサイ トにより、今回実施す
るイベント情報の配信を含め、啓発活動をインターネット上で展開

② エイズ予防情報ネット (API―Net)に おいて、HIV検査普及週
間前後の期間に全国の自治体で実施されるイベントの紹介及び検
査相談体制の案内を掲載

(2)ポスターによる啓発

官公庁、地方公共団体、エイズ治療拠点病院、NGO等を通じて全

国に掲示



レッドリボン10時間生動画 ～HIV検査へGO!～
の実施について

主催

厚生労働省

総合プロデュース ロ司会
山本シュウ (ラ ジオD」 )

3 出演者
蒼井そら、岩本愛吉 (東京大学医科学研究所教授)、 エルシャラカーニ、

加藤鷹、かもめんたる、小林アナ、サンドウィッチマン、飛石連体、はる
な愛、髭男爵、ばれろ、U事工事

などの賛同者が出演 (50音順)

4 実施内容
ラジオD」 山本シュウの叫びに賛同した著名人が各界から集結。10代後

半～20代の若者を中心とした世代へ、HIV/エ イズの正しい知識を伝え
るとともに、HIV検査の重要性を訴え、実際に検査に行く人が増えるに
はどうすればよいのかを、インターネット動画配信サービス「ニコニコ動
画」(http:〃M.nicovideo jp/)の ニコニコ生放送等にて、視聴者も巻
き込みながら10時間生放送します。

(ニ コニコ生放送の概要)

会社名 株式会社ニワンゴ

本社 東京都中央区

設立年月日 2005年 11月 14日

代表取締役 杉本誠司
ニコニコ生放送は、生中継にリアルタイムでコメントを付けられる、ニコニコ動画

のコンテンツです。

最大4万人が同時接続でリアルタイムに視聴することができ、「コメント」によっ
てユーザーと出演者、あるいはユーザー同士のコミュニケーションを図ることができ
ます。出演者とユーザーの双方向・同時コミュニケーションで、一体感の中で番組を
視聴するという、ニコニコ動画でしか実現できない、インタラクティブ放送を楽しめ
ます。

放送日時
平成 23年 5月 29日 (日 )15:00～25:00(予定)



6 視聴方法
(1)放送日時に視聴する場合

「ニコニコ動画Jのニコニコ生放送等にて視聴できます。
なお、視聴に当たつては、「ニコニコ動画」への会員登録 (無料)が

必要となります。

配信アドレスなど番組の詳細は、「レッドリボンライブ」オフィシャ
ルサイ ト http:〃redribbonlive.net/ にてお知らせ致します。

(2)放送日時以降に視聴する場合
① 「ニコニコ動画」での動画配信 (予定)

② 「You ttube」 厚生労働省動画チャンネルでの動画配信 (予定)



街頭キャンペーンの実施について

1 日時

平成 23年 5月 29日 (日 )14:00～ 16:∞ (予定)

2 場所

渋谷駅 ハチ公前周辺

3 参加団体

厚生労働省、東京都、渋谷区、(公財)エイズ予防財団、民間企業、
NGO、 学生ボランティア等 (予定)

4 実施内容

(公財)エイズ予防財団監修のパンフレット、コンドーム、レッドリボ
ンシール、検査チラシ等をセットにして配布。HI∨予防のメッセージ

を発信するとともに、HIV検査の受検を促進する。



HIV(エイズ)無料検査の実施について①

1 日時

平成 23年 5月 29日 (日 )11:00～ 18:00(受付 11:00～ 16:00)(予定)

※検査は事前予約優先とし、先着 100名 までとする。

2 場所

シブヤ ロネクサス

〔東京都渋谷区道玄坂 2-9-9 梅原ビル 」R渋谷駅ハチ公口徒歩 2分 〕

3 検査主体

(公財)エイズ予防財団、HIVと 人権・情報センター、渋谷区保健所 (予定)

4 検査の種類

即日検査 (検査結果は当日お知らせします。)

5 予約方法

品r選鶉 侃 ι
]

HIV(エイズ)無料検査の実施について②

l 日時

平成 23年 5月 29日 (日 )15:00～ 24:00(受付 15:00～24:00)(予定)

2 場所

赤枝六本木診療所

3 検査主体

(公財)エイズ予防財団、赤枝六本木診療所

4 検査の種類

即日検査 (検査結果は当日お知らせします。)

5 予約方法  予約不要



インターネット等による啓発及び情報提供について

1 エイズ予防情報ネット
エイズ予防情報ネット (AP卜Net)において、通常の予防啓発に関する

情報に加えて、HI∨検査普及週間を広報するための特設ページを開設し、
ダウンロー ドフリーの啓発ポスターの画像データを提供するほか、HIV
検査普及週間前後の期間に全国の自治体で実施されるイベントやHIV
検査・相談の実施体制等について情報提供を行う。

エイズ予防情報ネット (AP卜Net)http://api― net.」 fap.or.jp/

2 「レッドリボンライブ」オフィシャルサイトによる啓発
「レッドリボンライブ」オフィシャルサイトにより、以下のような情報

発信を行うことにより、インターネット上でも啓発活動を展開する。
① 著名人のエイズ啓発に関するメッセージやコメント等の掲載
② 「レッドリボン10時間生動画 ～HIV検査へGO!～」ほかレッ

ドリボンライブに関する案内
③ その他HIV/エイズの予防啓発に関する情報の掲載

「レッドリボンライブ」オフィシャルサイト

http://redribbonlive.net/



平成23年度HIV検査普及週間における検査。本目談体制 (平成23年 5月 19日 現在)   ・

夜間検査 休日検査 迅速検査 イベント
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43 熊本県 ● O D
44  大分県 ● ● O D
45 宮崎 県 ● O
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69 ■森市 O
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市 0 〇

77   り| 市 ● O
市 O O O
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103 長崎市 ● ○

104 熊本市 0 0 ● ● ○
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保
健
所
設
置
市

（
８

108  71ヽ ‖けF" ●
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15 佐世保 O ●
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1:7 中央区

118 港区 O
119 新宿区 O
120 文京区 0
121 台東区 0 ○

122 墨日区 0
123 江東区 ●

124  品 ! 区

125 日黒区 0
126  ノく日区

127 世田谷区

128 渋谷区 O
129 中野区 O ● 0 ●

130 杉並区 ○ O
豊島区 O

132   Jヒ 区 O O
133  J籠 l 区

134 板橋区 0
135 機罵区 O
136 足立区 ○

137 葛飾区 O O
138 江戸川区 O
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平成 23年度 「HIV検 査普及週間」実施要綱

1趣  旨

平成 23年 2月 7日 に開催 されたエイズ動向委員会の発表によると、平成 22年の

HIV感 染者 。エイズ患者新規報告数 (速報値)は 1,503件 と、依然として増加

傾向にあり、未だ予断を許さない状況となっている。

また、診断時には既にエイズを発症 している事例が約 3割を占めてお り、これは、

早期発見のための検査機会を逸 していることによるものと考えられる。

さらに、平成 22年の保健所等におけるHIV抗 体検査件数及び相談件数は、新

型インフルエンザの影響等により大幅に減少 した平成 21年と比較 して、更に大き

く減少 した状況にある。

これまでも保健所や検査室等においては、無料・匿名でHIV検 査を行 うととも

に、利用者の利便性に配慮 した検査・相談体制の構築を進めてきたが、今後はより

一層 こうした取組の推進が求められている。

そこで、HIV検 査普及週間 (以下 「本週間」 とい う。)を機会に、国や都道府

県等 (都道府県、保健所を設置する市及び特別区をい う。以下同じ。)力 行` う検査・

相談体制の充実を図る取組を強化することにより、国民のHIVや エイズに対する

関心を喚起 し、もつてHIV検 査の浸透・普及を図ることとす る。

2期  間

平成 23年 6月 1日 (水)か ら同月 7日 (火)ま で

主  唱

厚生労働省・財団法人エイズ予防財団

4 主  題 (キ ャッチフレーズ)

各都道府県等によって適宜定めるものとする。

なお、HIV検 査ではなく、広 く理解 されやす くなるよう「エイズ検査」とい う

名称を用いても構わない。

(例 :「エイズ検査は、あなたにも必要です」等)



5 実施方法

(1)厚生労働省・財団法人エイズ予防財団

本週間に係 る全国的なキャンペーン活動を行 うとともに、期間内における検査

の 日程及び会場等について、プ レス発表等を通 じて全国一斉に紹介することによ

り、広 くHIV・ エイズに対する関心の喚起を図る。

また、HIV検 査や相談・カウンセ リングに係 るマニュアル等を作成す るなど、

検査や相談に係 る情報提供を行 うことにより、都道府県等が行 う検査 。相談に対

する技術的支援を行 う。

(2)都道府県等

検査受診者の立場に立ち、地域における特性 を踏まえながら、利便性やサー ビ

ス向上に配慮 した検査・相談体制の整備促進 を図 り、これにより、HIV検 査が

地域住民にとつて身近なものと捉えられるよう環境整備に努めること。

具体的には、平 日夜間や土日における検査 といった時間外検査や、迅速検査の

実施はもとより、HIV検 査の普及を図るため、イベン ト等集客の多い機会 と連

動 した検査の実施などを行 う。

また、エイズに係 る正 しい知識の普及啓発を進めるとともに、検査 。相談の利

用に係 る情報につき、積極的な広報に努める。

6 留意事項

HIV検 査や相談に当たっては、検査受診者のプライバシーの保護に十分配慮す

るとともに、検査前及び検査後の相談の機会を、受診者個々人の行動変容を促す絶

好の機会 と位置付け、適切な相談を行 うよう努めること。

また、陽性が判明 した場合については、医療機関の紹介等に当た り十分に説明す

る等配慮すること。

7 その他

本週間において実施するHIV検 査 。相談については、感染症予防事業費等国庫

負担 (補助)金 「特定感染症検査等事業 (HIV抗 体検査及びエイズに関す る相談

事業)」 の補助対象であること。

また、HIV検 査 。相談と併せて実施するイベン ト等については、 「エイズ対策

促進事業」の補助対象であること。



エ イ ズ 対 策 に つ い て

我が国のエイズ対策は、平成 11年 (1999年 )、 感染症予防法に
基づき策定された「エイズ予防指針」に沿つて講じられてきた。同指針
については、エイズの発生動向の変化等を踏まえて、抜本的な見直しを
行い、平成 18年 4月 から施行したところである。

改正後の「エイズ予防指針」に基づき、国と地方の役割分担の下、人
権を尊重しつつ、普及啓発及び教育、検査・相談体制の充実、医療提供
体制の再構築などの施策に取り組むこととしている。なお、本指針につ
いては、少なくとも5年 ごとに再検討を加え、必要があると認めるとき
は、これを変更していくものとしている。

1.発生動向等の現

・ HIV感染者 ロエイズ患者の発生動向については、先進国と比べ罹
患率は低いが、増加傾向

・ 新規HIV感 染者のうち、性的接触が 87%、 男性の同性間性的接
触 (いわゆるMSM)が 69%、 20代から30代が68%

・ 東京を中心とした関東・甲信越ブロック以外の地方大都市圏にお
いても報告数が増加し、地域拡散化

・ エイズ拠点病院380か所のうち、一部の医療機関、感染童 口患
者が集中

2.新たなエイズ予防指針の基本的な考え方 (3本柱 )

① 疾病概念の変化を踏まえた施策の展開
*「不治の特別な病」から「コントロール可能な一般的な病」ヘ

1997年 以降、多剤併用療法の導入により死亡率が激減

② 国と地方公共団体の役割分担の明確化
* 都道府県等が中心となった取組ヘ

③ 施策の重点化 口計画化
* 施策対象者の重点化 (同性愛者や青少年に重点を置いた普及啓
発 )

* 都道府県レベルの「中核拠点病院」の指定等
* 重点指導の対象となる都道府県等の選定



近年のHIV感 染者 ロエイズ患者の発生動向

HⅣ感染者・エイズ患者報告数
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エイズ動向委員会報告


